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淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』

七
段
一
力
茶
屋
場
の
段

▽
期
間　

８
月
ま
で

◆
第
24
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間　

５
月
８
日
（
日
）
ま
で

◆
土
文
芸 

淡
路
雑
俳
展（
淡
路
雅
交
会
）

▽
期
間　

５
月
12
日
（
木
）
～
７

月
24
日
（
日
）

◆
人
形
芝
居
が
や
っ
て
き
た

▽
内
容　

巡
業
に
用
い
た
品
々
の

展
示

▽
期
間　

８
月
26
日
（
金
）
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

淡
路
人
形
座（
５
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
人
形
解
説
」「
戎
舞
」

「
火
の
見
櫓
の
段
」

※
公
演
日
・
時
間
帯
に
よ
っ
て
「
火

の
見
櫓
の
段
」
は
上
演
し
な
い

場
合
が
あ
り

▽
イ
ベ
ン
ト　

５
月
１
日
（
日
）

～
８
日
（
日
）
は
大
人
１
人
の

ご
入
場
に
つ
き
、
小
学
生
以
下

の
子
ど
も
３
人
は
入
場
無
料

※
出
張
公
演
に
よ
る
臨
時
休
館
や

貸
切
公
演
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

●持たないヤツほど、成功する！
千田　琢哉著（PHP研究所）

限りなくシンプルに、最速・最
短・最小限で結果を出せ！
「もらった絵や置物は、すぐ
に処分する」「決断の理由は
“なんとなく”でいい」など、
学歴なし、スキルなしでも成
功する４０の秘訣を紹介す
る。

組
み
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者　

住
民
組
織
（
自
治
会

な
ど
）・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
・
行

政
等
に
よ
る
協
同
体

▽
補
助
対
象
事
業　

❶
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
地
域
資
源

を
活
用
す
る
事
業
❷
食
料
、
農

産
物
等
の
地
産
地
消
を
促
進

す
る
事
業
な
ど

▽
補
助
額　

１
事
業
あ
た
り
上
限

50
万
円
以
内
（
人
件
費
、
食
料

費
等
を
除
く
）

▽
募
集
期
限　

５
月
31
日
（
火
）

▽
事
業
の
決
定　

有
識
者
等
に
よ

る
「
審
査
会
」
に
よ
り
、
補
助

対
象
事
業
及
び
補
助
額
を
決
定

問
淡
路
県
民
局
未
来
島
推
進
課

　

☎
26
・
３
４
８
０

料
理
講
座

▽
内
容　
『
季
節
を
い
た
だ
く
』

身
近
な
春
の
食
材
を
使
っ
て

▽
日
時　

５
月
24
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
定
員　

20
人

▽
費
用　

材
料
費
自
己
負
担

（
６
０
０
円
程
度
）

▽
申
込
締
切　

５
月
13
日
（
金
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

◆
玉
青
館
「
友
の
会
」
会
員
募
集

▽
会
員
の
特
典　

❶
玉
青
館
で
開

催
さ
れ
る
展
覧
会
が
無
料
で

観
覧
❷
京
阪
神
や
四
国
の
展

覧
会
情
報
を
送
付
❸
日
帰
り

の
見
学
会
な
ど
友
の
会
主
催

の
行
事
に
参
加
可

▽
申
込
方
法　

入
会
申
込
書
に
会

費
を
そ
え
て
持
参
。
ま
た
は

郵
便
振
替
で
も
ご
入
金
可

▽	

会
費　

年
額
１
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
友
の
会
事
務
局
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

第
４
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
収
益
金
の
一

部
は
、
福
祉
支
援
や
災
害
復
旧
支

援
な
ど
の
社
会
活
動
を
行
う
団
体

へ
の
寄
付
や
、
南
あ
わ
じ
市
の
子

ど
も
た
ち
に
生
の
音
楽
を
届
け
る

活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
11
日
（
木
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
歌
唱
費　

３
５
０
０
円

▽
募
集
人
数　

１
０
０
人
程
度

▽
申
込
方
法　

市
役
所
・
各
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民
館

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

５
月
９
日
（
月
）

～
６
月
30
日
（
木
）

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

地
元
J
リ
ー
ガ
ー
応
援
ツ
ア
ー

▽
内
容　

地
元
J
リ
ー
ガ
ー
・
加

地
亮
選
手
（
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡

山
所
属
）
の
応
援
ツ
ア
ー

▽
日
時　

６
月
８
日
（
水
）

▽
出
発　

午
後
５
時
・
市
役
所
旧

西
淡
庁
舎
前

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
が
ん
ば
れ
私
設
応
援
団
（
河
辺
恭
敬
）

☎
０
９
０
・
３
６
２
２
・
８
９
４
３

竹
ボ
イ
ラ
ー・竹
ス
ト
ー
ブ

　
　
　
　
購
入
費
の
助
成

　

放
置
竹
林
の
拡
大
防
止
や
竹
林

の
継
続
的
な
利
活
用
を
推
進
す
る

た
め
、
竹
ボ
イ
ラ
ー
・
竹
ス
ト
ー

ブ
を
新
規
購
入
す
る
人
に
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

淡
路
島
内
の
個
人
、

事
業
者
、
地
域
団
体
な
ど

▽
補
助
額　

補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
１
（
１
台
あ
た
り
上
限

10
万
円
）

▽
補
助
対
象
経
費　

設
備
本
体
及

び
付
帯
設
備
の
購
入
費
用
（
設

置
費
用
を
含
む
）

▽
募
集
期
限　

翌
年
２
月
28
日

▽
条
件　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
へ

の
協
力
な
ど

問
淡
路
県
民
局
未
来
島
推
進
課

　

☎
26
・
３
４
６
０

あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想
推
進

事
業（
活
動
応
援
事
業
）の
募
集

　

あ
わ
じ
環
境
未
来
島
構
想
を
推

進
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
的
な
取
り

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

 ５月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

月末整理 ※○はおやすみです

広報 

　　　

　

126シリー
ズ

 諭
ゆ づ る は

鶴羽神社の境
けいだい

内からは平安時代後期の瓦

が出土しており、このころから古道は利用されて

いたのでしょう。神社を起点として、灘
なだくろかわ

黒川へ下る

表参道18町
ちょう

と牛
うしうち

内ダム・諭鶴羽ダムへ下る裏参

道28町があります。拝殿裏には建
けんむがんねん

武元年(1334)

在
ざいめいちょうせき

銘町石五
ご り ん そ と う ば

輪卒塔婆が

建てられており、県下の

在銘町石では最古のも

ので、地元の石で造られ

た淡路最古の石造品と

して大変貴重です。これ

ら表裏参道の町石を含

め、古道は平成16年に指

定されました。

市
指
　
諭ゆ

づ

る

は

こ

ど

う

鶴
羽
古
道

第
１
４
５
回
神
代
天
体
観
測
会

　
　
　「
月
と
木
星
を
見
よ
う
」

❶
神
代
小
学
校

▽
日
時　

５
月
15
日
（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

※
天
候
不
良
時
は
神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

❷
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台
（
要
予
約
）

▽
日
時　

５
月
16
日
（
月
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
地
頭
方
１
６
７
６

問
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
沼
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
６
１
２
・
１
７
４
９

❶
❷
共
通　

保
護
者
同
伴

第
82
回
阿
波
お
ど
り
体
操

　
　
　
　
　
　 

　
講
習
会

▽
日
時　

５
月
７
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

福
良
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

第
５
回
・
第
６
回

　
　
　
阿
波
お
ど
り
体
操
講
座

▽
日
時　

５
月
12
日（
木
）、26
日（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）☎
55
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　

▲建武元年の町石。１町は約109m

５月初回トレーニング講習会

日 曜日 第１講習 第２講習

13 金 14:00～ 19:00～

27 金 14:00～ 19:00～

●対　象　16歳以上の人※定員６人
●受講料　500円（市内）
　　　　　※２回目以降200円（市内） 
●講習時間　１時間30分

コア＆ストレッチ教室受講者募集

問文化体育館☎50-5077

●対　象　16歳以上の人
●定　員　６０人（予約必要）
●受講料　4,000円(市内、全８回）

文化体育館
回数 　　月日 曜日 開始時間

第１回 ５月 17 日 火 19:30 ～

第２回 ５月 24 日 火 19:30 ～

第３回 ６月　７日 火 19:30 ～

第４回 ６月 21 日 火 19:30 ～

第５回 ７月　５日 火 19:30 ～

第６回 ７月 26 日 火 19:30 ～

第７回 ８月　９日 火 19:30 ～

第８回 ８月 23 日 火 19:30 ～

　ボールを使った運動で、肩こり
や腰痛、関節痛などの痛みを改善
する効果があります。

　１　 2 　 3　　4　　5  　６　　７    

　8　　9　 10　　11　　12      13　　14    

　15　　16　 17　　18　　19      20　　21     

22　　23　 24　　25　　26      27　　28   

29　　30　 31

■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
中央公民館☎43-5038
■市民交流センター
広田市民交流センター☎44-3008
倭文市民交流センター☎46-0001
松帆市民交流センター☎36-2137
湊市民交流センター☎37-3028
津井市民交流センター☎38-0680
丸山市民交流センター☎39-0210
阿那賀市民交流センター
　☎39-0011
伊加利市民交流センター
　☎39-0567
西淡志知市民交流センター
　☎36-5526
榎列・倭文市民交流センター
　☎42-2393
八木市民交流センター☎42-5956
市市民交流センター☎42-5957
神代市民交流センター☎42-5958
三原志知市民交流センター
　☎42-6343
福良市民交流センター☎50-3048
賀集市民交流センター☎54-0331
北阿万市民交流センター
　☎55-0055
潮美台市民交流センター
　☎52-0430
阿万市民交流センター☎55-0046
灘市民交流センター☎56-0001
沼島市民交流センター☎57-0001

●おしりたんてい　やみよにきえるきょじん 
トロルさく・え(ポプラ社)

被害が相次いでいる強盗事
件。犯人は５メートルもあ
る巨人？おしり探偵が、今
回の事件もププッと解決！
絵探しや迷路をしながら犯
人を探す、謎解き探偵読み
物シリーズ第２弾。

●子どもと一緒にこんなこと
Eｍｉ著（大和書房）

６歳の双子ママで、大人気
の整理収納アドバイザーの
著者が、子どもとのあそびや
関わり方、あるもので工夫で
きるあそび、子どもがあそび
やすい部屋づくりについて
綴る。写真も豊富に掲載。

●はらぺこライオン　エルネスト
ローラ・カサス作 （ワールドライブラリー）

百獣の王、ライオンのエルネ
ストは、空腹で目をさまし、
獲物を探しにでかけます。
迷ったあげくようやく狙い
をさだめ、飛びかかろうとし
たその時、聞き覚えのある
大声が・・・。ユーモアたっぷ
りの絵本。


